
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年下第 4回例題        テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル    その 1 

 

(1) 

それぞれの単価と合計の本数、代金が

分かっている「つるかめ算」の基本です。 

ボールペンの本数をきいていますから， 

15本全部えんぴつを買ったとすると， 

      ↓ 

代金は 40×15=600(円) 

実際は 840円 

      ↓ 

この代金の違いは 70 円のボールペンも

40円で計算したためです。 

      ↓ 

したがって，ボールペンの本数は， 

  (840-600)÷(70-40)=8(本) 

 

 

 

 

     

8本 
1本ずつとりかえる  

(2) 

20本全てえんぴつを買ったとして， 

このときの  

「えんぴつとボールペンの代金の差」を考えます。 

 

  40×20 － 70×0 ＝ 800(円) 

      ↓ 

40×20 － 70×0 = 800 

  ×19     ×1 = 690 

 アを 1本減らし，イを 1本増やすと， 

40x1+70x1=110円ずつ差が縮まっていきます。 

差が 250円までになるのは， 

 (800-250)÷110 ＝ 5(回)入れ替えたときです。 

           ↓ 

  ボールペンを 5本買った。 

 

ア  イ 

実際の差は 250円 

110円 

5本 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年下第 4回例題        テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル    その 2 

 

あいこでないときは 姉が勝てば妹は自動的に負け，その逆も同じですから 

何回勝負がついて 何回あいこであったかの２通りについて２人の合計点でつるかめ算を考えます。 

 

勝負が決まるときの２人の合計点は(5+1=)6点 

あいこのときの２人の合計点は(2+2=)4点 

 

(1) あいこの回数をきいていますから 20回全部勝負がついたとすると， 

    ２人の合計点は 6×20=120(点)  実際は(61+49=)110(点) 

      ここで つるかめ算 

    あいこの回数は (120-110)÷(6-4) = 5(回) 

 

(2) 勝負がついたのは (20-5=)15回 

   姉が 15回すべて勝ったとすると，得点は 

5×15＋2x5＝85(点) 実際は 61点 

     ここで つるかめ算 

   姉が負けた回数は， 

(85-61)÷(5-1)=6(回) 

 

 

 

 

 

5回 

6回 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年下第 4回例題        テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル    その 3 

 

 

A B 

C 

A と B のお茶の 1ｇあたりの値段を出します。 

 A・・・500÷100＝5(円)  B・・・1500÷200＝7.5(円) 

           ↓ 

「1g あたり 5円のお茶 A と，1g あたり 7.5円のお茶 B を・・・・を混ぜて 500g 2850円のお茶 C をつく

ります。」という普通のつるかめ算になります。 

         ↓ 

500g全て お茶 A とすると 代金は， 

  5×500＝2500(円)  実際は 2850円 

     ここで つるかめ算です。 

 お茶 B の量は， 

   (2850-2500)÷(7.5-5)=140(g) 

  お茶 A の量は， 

     500－140＝360(g) 

  

 

 

 

  

(2850-2500=)350円の差は 

B も 5円で計算をしてしまったからです。 

とりちがえた回数は,差の 2.5 円でわれ

ばでますね。 

 

お茶 A・・・360g   お茶 B・・・140g 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年下第 4回例題        テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル    その 4 

 

 

それぞれの本数がわかりませんので， えんぴつを a本 ボールペンを b本買ったとします。 

関係式を作ります。 

  60×a + 90×b = 750  

 式全体を 10 でわると， 6×a + 9×b = 75 

さらに 3 でわると，   2×a + 3×b = 25 

ここで，式を下のように変形させます。 

 2×a = 25－3×b 

 

b=8 のとき， 2×a＝1 ⇒ × 

b=7 のとき， 2×a＝4 ⇒ a=2  〇 

ここで a=2 b=7 が決まったので 

この数字をもとに 

a を 3 づつ増やし b を 2 づつ減らして 

下のような表をつくっていきます。 

  

 

 

 

2×a + 3×b = 25 の条件に合うのは 

上の 4組です。 

 

 

これは，2 と 3 の最小公倍数が６であること

から 

2×a + 3×b = 25 

アを６増やし，イ を６減らしても 合計の

25 は変わらないので，次のように考えること

ができます。 

 a を 3増やして b を 2減らしても同じ 

したがって，1 組の数値が分かれば計算をし

なくても次々とみつけることができます。 

いもづるのように決まっていくので 

「いもづる算」といいます。 

 

 

 

ア イ 

右辺の 3xb は 24以下の数ですから， 

b は 8以下です。 

※ b に 1 から数字をいれて a が整数になる

数をさがしてもよい。 

 

a 2 5 8 11 

b 7 5 3 1 

 

2本， 5本, 8本, 11本 

 

+3 +3 +3 

-2 -2 -2 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年下第 4回例題        テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル    その 5 

 

(1) 

 

 

 

A を 2個と B を 1個の 1個当たりの 

平均の単価は 

(20x2)＋(50x1) 

   2+1 

これを新しい商品(p) 

とします。 

 

 

19個全部 C を買ったとすると， 

 70x19=1330(円) 実際は 850円 

   ↓ 

(1330-850)÷(70-30)=12(個)・・・P の個数 

 A と B の個数の比は 2 : 1 ですから， 

 A の個数は 12×
2

2+1
 = 8(個) 

 

 

    

 

 

＝ 
90

3
 ＝ 30(円) 

 

 

P C 

8個 

(2) 

A を a個， B を b個， C を c個 買ったとします。 

関係式をつくると， 

 20×a + 50×b + 70×c = 1100(円) 

25個全部 20円と 

すると， 

右の図の下の段が 

消えます。 

1100-20x25=600円  

右下の図で， 

30×b + 50×c = 600 

 10 で割ると， 

3×b + 5×c = 60 

例題３のように式を 

変形すると，  

3×b＝ 60－5×c （※C は 11以下です。） 

 C=11 のとき 3xb=5  × 

 C=10 のとき 3xb=10  × 

 C=9 のとき 3xb=15  b=5  〇 

b を 5 増やし，C を 3 減らしながら例題３のよう

に表を作ります。 

A の個数は 25-(5+9)=11, 25-(10+6)=9 

          25-(15+3)=7 

 

 

 

 

 

7個， 9個， 11個 

cに 1から数字を

いれてbが整数に

なる数をさがして

もよい。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

5年下第 4回例題        テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル    その 6 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年下第 4回例題        テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル                その 7 

 

 



 

 

 

5年下第 4回例題        テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル    その 8 

 

 


